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川崎市立川崎病院感染症研究班

本邦において新しく開発 された広域合成 ペ ニシ リン

T-12201)(富 山化学工業株式会社製)に ついて,わ れわれ

は,そ の基礎的ならびに臨床的検討を行なったので報告

する。

1. 抗 菌 力

1976年1月 より3月 までに当院にて分離された67株 の

臨床分離菌につ いて,本 剤 のMICをABPCお よ び

SBPCと 比較検討した。測定は日本化学療法学会標準法

による寒天平板希釈法にて行なった。 Table 1にMIC

の分布を示し,そ の一部の感受性相関をFig.1お よび

Fig.2に 示 した。

Staph. ameas 15株 に対する本剤のMICは, 10株 が,

0.78～1.56μg/mlに あった。しかし, 6.25μg/ml以 上

のMICを 示 す菌が,5株 みられた。 ABPCも15株 中9

株が, 0.78～1.56μg/mlの 間にあったが, 12.5μg/ml

以上 の値を示す株はなかった。また0.39μg/ml以 下 の

ものが,2株 みられた。 SBPCは13株 が, 1.56～3.12

μg/mlで あったが, 0.78μg/ml以 下の ものは なか っ

た。

Strept. haemolyticus3株 に対するMICは 本剤, ABPC,

SBPCと も0.2μ9/ml以 下であった。

Serratia macescens 15株 に対する本剤のMICは,極 め

て特徴的な分布を示 し, 15株 中2株 は, 1.56μg/mlと

感受性で,残 り13株 は,す べて100μg/ml以 上の高度耐

性株であり,そ の中間に位置するものがな く,二 峰性で

あった。 ABPC, SBPCで は, 15株 のすべてが, 100μg/

ml以 上の耐性株であった。

Pseudomonas aeruginosa 15株 に対する本剤のMICは,

10株 が1.56～6.25μg/mlに あ り, 0.39, 0.78μg/ml各

1株 の もの も含めて, ABPCは もちろん, SBPCよ り

も優れたMICを 示 した。

Klebsiella pneumoniae 12株 に対する本剤のMICは, 10

株 が3.12～12.5μg/mlで,こ れ につ いて もABPC,

SBPCのMICよ り優れていた。

E. cali 7株 に対する本剤のMICは, 6株 が1.56μg/

ml以 下で,他 の2剤 より, 1～2管 程度 優 れたMIC

を示 していた。

II. 臨 床 成 績

当院内科,小 児科,外 科,整 形外科,泌 尿器科,産 婦

人科,皮 膚科,耳 鼻咽喉科の各科領域の感染症計59例 に

ついての治療成績を各科ごとに報告する。なお臨床検査

成績の異常値を含めた副作用については,後 に一括 して

述べ る。薬剤の用法用量は,成 人では1回0.5g～2.0g,

1日2回 の静注または.点 滴 静注 で投 与 し, 1日 量
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Table 1 Sensitivity distribution of clinical isolates 

(Inoculum size 106/ml)

Fig. 1 Cross resistance between T-1220 and other PCs
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1.0g～4.0gを 使用したが,症 例により1日3回 投与,

1日 量6.0gの もの もあった。小児では, 1日100mg/

kgを 静注投与した。

効果判定は,症 例が臨床各科にわたっているため一律

には決められず,主 として主治医の判定によって行なっ

たが,原 則的に原因菌が検出し得た症例については,本

剤投与開始後2日 ないし3日 で菌が消失し,臨 床症状,

臨床検査値の改善が,確 実に認められた場合を有効 とし

た。菌は消失したが,臨 床症状,臨 床検査値の改善が全

般的に認められなかった ものをやや有効,菌 が消失しな

かったものを無効 とした。

原因菌が検出し得なかった症例では,臨 床症状および

臨床検査値の推移によって判定した。なお,切 開排膿な

ど外科的処置を併用した症例については,一 段階下げて

判定した。

次に各科 ごとの使用例について述べる。

1) 内科領域の治療成績

Table 2に 示 すごとく,腎 盂腎炎7例,肺 炎3例,慢

性気管支炎2例,胆 のう炎1例 の計13例 に使用した℃な

お,腎 孟腎炎のN.S.例 は,い ったん治癒 したのち,原

因菌を異にして再発したので2例 とした。男性5例,女

牲8例,年 齢は19歳 か ら74歳 におよんでいた。検 出菌

は,Ps. aeruginosaとE. coliとが各4例, Kleb. pneumoniae,

Enterobacterが各1例 および不明が3例 あった。薬剤使用

量は, 1日1.0g～6.0g,投 与期間は, 6日 ないし15日

であった。

症例報数の多い腎盂腎炎は,7例 中5例 が有効であり,

その他の症例 も加えて,全 体では13例 申有効9例,や や

有効1例,無 効3例 で有効率69.2%で あ った。

2) 小児科領域の治療成績

Table 3に 示すごとく,細 菌性肺炎7例,マ イコプラ

ズマ肺炎2例 に使用 した。男性5例,女 性4例,年 齢

は,1歳 か ら9歳 におよんでいた。全例 呼吸器 感染症

で,原 因菌を確認し得た症例がなかったので,効 果判定

は,胸 部 レン トゲン所見および臨床症状によって行なわ

れた。投与量は症例3の1日2回 投与以外はすべて1日

4回 投与した。 7例 の細菌性肺炎では,有 効7例 であウ

た。 マイコプラズマ肺炎は,厳 密な意味で対象疾患とは

Fig. 2 Cross resistance between T-1220 and other PCs
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いえないが,細 菌感染の合併 も否定し得なかったので,

一応効果判定の対象とした。その結果 は,や や有 効1

例,無 効1例 であった。

3) 外科領域の治療成績

Table 4に 示 すで とく,胆 道感染症3例,気 管支炎,

骨盤膿瘍,急 性臍炎,腹 壁感染,皮 膚瘻形成の各1例 計

8例 に使用した。男性4例,女 性4例,年 齢は,28歳 よ り

71歳 におよんでいた。 5例 に重篤な基礎疾患(悪 性腫瘍)

がみられた。検出菌は, 1例 にBacteroidesが 検 出され,

5例 は好気性グラム陰性桿菌であったが, 2例 では菌を

検出し得なかった。薬剤の投与方法は, 1例 の み筋 注

で,他 は点滴または, one shotの 静注で投与 した。 投

与量は, 1回1g～2gを1日2回1日 量2g～4gで あ

った。 8例 中4例 に切開など外科的処置を加えたので,

これ らについては,前 に述べたごとく効果判定は,一 段

階下げて行なった。その結果8例 中有効5例,や や有効

3例 であった。

4) 整 形外科領域の治療成績

Table 5に 示すごとく, 3例 の大腿骨再発性骨髄炎に

対 して使用した。 3例 とも患部の発赤,腫 脹,熱 感,疼

痛および排膿など急性増悪を来して入院した もので,膿

よ りの検出菌は2例 がStaph. aureus,他 の1例 が グ ラム

陽性双球菌であった。薬剤の投与方法は, 3例 と も点滴

静注であり, 1回2gを 使用した。 1例 では1日2回,

1日 量4g, 1例 では1日1回, 1日 量2g使 用 した。

他の1例 は当初1日2回 の投与であったが, 1日1回 に

減量している。投与期間は,疾 患の性質上長期にわたっ

てお り, 25, 32, 33日 間であった。従 って総投与量 も大

量となり,64gか ら最大132gに も達 していた。 3例 中

2例 に切開および骨開窓術を,1例 では切開のみを併用

した。本剤の使用効果をみると, Staph. tzaereusを検 出し

た2例 では,局 所の炎症所見も速やかに改善され,ま た

排膿 も停止して順調に経過した。他の1例 は,グ ラム陽

性双球菌を検出した例であるが,局 所の炎症所見は,前

の2例 と同様に改善をみたが,排 膿が停止しなかった。

以上によ り,有 効2例,や や有効1例 と判定した。

5) 泌尿器科領域の治療成績

Table 6に 示 すごとく,8例 の尿路感 染症 に使用 し

た。男性7例,女 性1例 で年齢は,18歳 か ら76歳 で あっ

た。 8例 のうち6例 は,何 らかの基礎疾患を有する慢性

感染症であった。すなわち,前 立腺肥大症3例(う ち2

例 は,術 後),腎 結石が2例,膀 胱皮膚瘻1例 であった。

検出菌は, E. caliが 最 も多く4例,Ps. aerugimosu 1例,

Meb. Pneumoniae 2例, Diplececcus 1例 で あった。薬剤の

投与方法は,全 例に一律で, 1回2g, 1日2回 の点滴
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静注を5日 間,総 計20gを 投与 した。治療成績は,有 効

3例,や や有効3例,無 効2例 であった。有効の3例 中

2例 は,急 性感染症であ り,残 り1例 は,膀 胱皮膚瘻に

続発した慢性膀胱炎であった(投 与開始時瘻は閉塞され

ていた)。 これらの3例 は,い ずれ も投 与 開始3日 後

に,細 菌尿消失し,尿 所見 も改善 された ものである。や

や有効と判定された3例 中2例 は,前 立腺肥大症切除術

後の慢性膀胱炎であり,他 の例は,腎 結石を有する慢性

腎孟腎炎であった。1例 の細菌尿は,3日 後に消失した

が,尿 所見が充分に改善されず,他 の1例 では,尿 中

細菌数は,著 明に減少(コ ロニー数10万 個/ml以 上→

4,200個/ml)し たが,尿 所見は,不 変であ り,も う1例

では,尿 所見の改善が,認 められたが,尿 中細菌数の減

少が不充分(コ ロニー数10万 個/ml以 上→4万 個/ml)

であったので,や や有効 とした。無効の2例 は,慢 性腎

孟腎炎で,1例 は細菌尿が全 く改善 されず,他 の1例

も, E. coliよ りPs. aerugimosaへ と菌 交代症 がみ られ

た。これ ら2例 とも基礎疾患により,膀 胱内残尿が認め

られた。

6) 婦人 科領域の治療成績

Table 7に 示 すごとく,骨 盤腹膜炎1例,急 性 腎孟

腎炎5例,慢 性腎盂腎炎2例 に使用した。年齢は, 35歳

よ り78歳 で, 1例 の骨盤腹膜炎を除き,他 の7例 は,子

宮頸癌,そ の根治手術後または放射線治療後に合併した

急性あるいは慢性腎盂腎炎で あった。原 因菌 は,PS.

aeruginosa 4例, E. coli 2例, Kleb. pnezemoniae 1例 であ

った。薬剤の投与は1回1g～2g, 1日1～3回, 1日

量1g～4gで 経 過によ り途中で減量または増量した例

もあった。投与期間は,5日 か ら10日 間,最 犬投与 量

25gで あった。治療効果は,腹 膜炎1例 と急性腎盂腎炎

3例 に有効,急 性腎盂腎炎2例,慢 性腎盂腎炎2例 に無

効であった。有効4例 中原因菌の消失した もの2例,臨

床的に下熱,尿 所見の改善など効果がみられたもの2例

であった。

7) 皮膚科領域の治療成績

Table 8に 示 すごとく,蜂 窩織炎,膿 瘍,癰 腫症,膿

疱性痙瘡各1例 計4例 の軟部組織感染症に使用した。4

例 とも男性で,年 齢は24歳 か ら63歳 であった。原因菌 と

して膿瘍と癪腫症の症例の膿からStaph. aureusが 検出さ

れたが,他 の2例 の膿からは,菌 が検出で きなかった。

薬剤の投与法は,蜂 窩織炎の1例 では, 1回2g, 1日

2回 の点滴静注を行なったが,他 の3例 では, 1回2g

のone shot静 注を1日1回 ずつ行な った。投 与期 間

は, 1例 で3日 間,他 の3例 で6日 間投与し,最 大投与

量24gで あった。治療効果をみると,蜂 窩織炎,膿 瘍,
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癰腫症の各1例 有効,膿 疱性療座瘡1例 に無効であった。

8) 耳鼻 咽喉科領域の治療成績

Table9に 示 すごとく,喉 頭軟骨膜炎1例,急 性扁桃

炎5例 計6例 に使用した。男性3例,女 性3例 で,年齢は

23歳 か ら63歳 であった。 これら6例 の うち原因菌を確

定し得たものはなかった。薬剤の投与方法は, 1回2g

ずつ1日2回 の点滴静注を原則としたが, 1例 では,1

回2g, 1日2回 のone shot静 注を行なった。投与期

間は, 5日 か ら9日 間で,最 大投与量は26gで あった。

治療効果の判定は,細 菌学的には不能のため,す べて臨

床経過によって行なった。また切開など外科的処置を加

えた症例はなかった。治療成績は6例 のうち,喉 頭軟骨

膜炎1例,急 性扁桃炎4例 に有効,急 性扁桃炎1例 に無

効であった。

9) 副 作 用

Table 10に 示 すように,全 症例59例 中副作用を認め

た ものは,5例(8.5%)で あった。発疹は,小 児科の1

例にみられた。この例は肺炎の診断を受け入院した7歳

3ヵ 月の女児で, 1回0.5g, 1日4回 の点滴静注を行

なったが,投 与開始翌日より軽度の発疹を生じたので,

3日 間の投与で中止した。その2日 後には,特 別な処置

を加えずに発疹が消失した。

Table 10 Side effects
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今回,本 剤を投与した59例 の全例について薬剤 の投

与前,投 与中,投 与後の3回,少 な くとも,投 与前後の

2回 は,末 梢血検査,肝 機能検査,腎 機能検査およびそ

の他必要 と思われる諸検査を施行 し,疾 患の経過観察,

効果判定および副作用発見の資料の一つとした。

これらのうち,副 作用の面についてみると造血機能,

腎機能において異常値を認めた症例はなかった。特に整

形外科症例のごとく, 25日 か ら35日 という長期間使用

したもので も使用中,使 用後 とも正常値を保っていた。

これに対し肝機能検査では,GOT, GPTな どで異常高

値を示したものが4例, 6.8%に み られた。第1例 は, 1

日6gず つ2週 間点滴静注後,第2例 は, 1日2gず つ

1週 間点滴静注後,第3例 は,1日2gず つ11日 間筋

注後,第4例 は1日4gず つ17日 間点滴静注後の成績

である。 これ らのうち黄疸を来した ものはなかった。 2

例 について,投 与終了3週 後に再検したが,好 転してい

た。

ま と め

われわれは,新 広域合成ペニシリンT-1220の 基 礎的

ならびに臨床的検討を加えて次の結果を得た。

1) 最近 当院で分離された臨床分離菌67株 について,

本剤のMICを 測定 した。 Staph. aureues 15株 では, 10株

が0.78～1.56μg/mlで, ABPC, SBPCと 殆 んど差が

な か っ た 。Strept.haemolyticucs3株 で は,本 剤, ABPC,

SBPCと も0.2μg/ml以 下 で あ っ た 。Serratia marcescens

で は,特 徴 的 な 分 布 を示 し, 2株 は1.56μg/ml,残 り

13株 は ≧100pt9/mlで, ABPC, SBPCで は15株 すべ

て が ≧100μg/mlの 耐 性 菌 で あ った 。 Ps. aeruginosa 15

株 で は, 12株 が0.78～6.25μg/mlで, ABPC, SBPC

よ りす ぐれ て い た 。 Kleb. pnezemoniae 12株 で は, 10株 が

3.12～12.5μg/mlで, ABPC, SBPCよ りす ぐ れ て い

た 。 ま たE .coli 7株 で は,5株 がl.56μg/mlで,

ABPC, SBPCよ り1～2管 す ぐれ て い た 。

臨床 治 験 成 績 は,臨 床 各 科 に お い て 検 討 し,総 症 例 数

は59例 で あ った 。 薬 剤 の 用 法 用 量 は,成 人 で1日1g～

4gの 静 注 ま た は 点 滴 静 注,小 児 で1日100mg/kgの

点 滴 静 注 を原 則 と した 。

使 用 効 果 は,各 科 に お い て,そ れ ぞれ の規 準 で 判 定 し

た 。 その 結 果 は,59例 中 有 効38例,や や有 効9例,無

効12例 で あ り,有 効 率 は64.4%で あ っ た 。

副 作 用 で は,小 児 科 の1例 に発 疹,内 科,外 科,整 形

外 科 使 用 例 の う ち4例 にGOT,GPTの 上 昇 を 認 め た

が,い ず れ も重 篤 な もの で は な か っ た 。
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Fundamental and clinical investigations of T-1220, a synthetic penicillin widespread 

antibacterial spectrum were carried out and the following results were obtained. 

1) The minimal inhibitory concentrations (MIC) of this drug against 67 strains 

recently isolated in our hospital were measured. MIC against 10 out of 15 strains of 

Staphylococcus aureus were within the range of 0.78-1.56 ƒÊg/ml and the titers were not 

different from that of ABPC and SBPC. MIC of T-1220, ABPC and SBPC against 3 

strains of Streptococcus haemolyticus were all less than 0.2 ƒÊg/ml. Specific distribution of 

MIC against Serratia marcescens was observed, showing that MIC against strains was 

1.56 ƒÊg/ml. MIC against the other 13 strains were •†100 ƒÊg/ml. But all 15 strains 

were resistant to ABPC and SBPC and MIC were over •† 100 ƒÊg/ml. MIC against 12 

out of 15 strains of Pseudomonas aeruginosa were 0.78 - 6.25 ƒÊg/ml and it was superior 

to that of ABPC and SBPC. MIC against 12 strains of Klebsielia pneumoniae were 3.13- 

12.5 ƒÊg/ml and it was superior to that of ABPC and SBPC. Among 7 strains of E. coli 

tested MIC against 5 strains were 1.56 ƒÊg/ml and the antibacterial activity was 2- 4 times 

superior to that of ABPC and SBPC. 

2) Clinical evaluation was studied in the clinics of our hospital and the total num-

ber of cases were 59 cases. 

As the administration dose and method, intravenous drip infusion of 1 - 4 g per day 

for adult and 100 mg/kg for infant was employed as a rule.The efficacy of the treat-

ment was judged in each clinic following each standard. 

The results show that among 59 cases remarkably effective cases (Good) was 38
, 

effective cases (Fair) 9, ineffective cases 12 and the effective rate was 64% . As side effect 

in 1 case treated in Department of Pediatrics exanthema was observed and in 4 cases 

treated in Department of Internal Medicine, Surgery and Orthopedics
, rise of GOT and GPT 

was observed. However, the symptom of side effect was not so severe.


